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A 159　 料理に用いられる野菜類・いも頬 につい1  (% 卜阪 ）

ヤ 子双生の知 気

同 心紅々刄,篆政こo 面日久吏　表痢正代　 林淳一　　 梅花^ 刄，it]正購^

a 的 最也は薪 しい野葉が 多く広まわ っておリ ，食生活 の叩での野屎丿類・いも癩・）利 用

汰 も変わってさているように吃われ る。現在 ，野菜類･ いも頬 がど`のように准広 遠に用い

■bれているかについて ，いくつかの視点力巧 挾討 き虚 めている 。夕 回はナ子犬生が野菜類

いも類 色どのような粉 痕の形で喰 べ ているｶ嘔 薇匿 し化。

方広 准ゐ高原表に記 載` -されてい る野菜頻・い も癩あ幻せ て 佃i趨 の知丿 度と利 用及に

ついて　げ舛耳'? 月ヤ 子大生S3多にアンケ ート調査 工m 仏 院 ，でらに　 その銘果に も乙

づいて利 用及の高い野菜頬 ，い も類卯煉につい て　よく作ったり食べいﾉ する料凰 石左

l? 糾年川月や 子衆生|μ 洒にアンケート禰査 豆が 言った。調 査結果左野菜類・い む頻の種

類別I≒ また用いうれる料 理 ≪ に従 って分類動 十した。

哺果 調査I  では知名漢印 弘以上 の野菜（μ,下い む類 £倉むり 埓/ 種/ β叫禾却 言/∂種

であ･几 利用泉( よく凍べI  ) 90'/"}

さ れた料理敗 はのべ/ﾀ 却ｸ て≒ これを/∂遼 に紫類し＆ 。煮 物は刀 殆でもっと古多く バフい
で（ 沈り

にんじ`んなどて 利 用範囲があ い乙い んる。料理の面から 己るt. ，サ ラダ≒ 尺ぷら ，み肘 す

なご`の出現頻皮が函く ，椅にずラダは高い 。これらの料理 の頻度があいのは材料 乙して用

い る野菜の煙類が多V たヽめであ る 。恙 にある外定の料鳶 と赳ﾅ 強く結 びつ＜野菜があるこ

と｡もわかった 。また野豪の側ヵヽらみる乙料理 左いくつ力ヽに冴`類で でr- 。このように利かさ
れ る野菜力`う料理 色彦頻 し，遠に料患ヵ`う野菜左凛類 し ，野莱と料理 との関連を希釈した。


